
科学的指標を持って健康管理できる家 （芙蓉ディベロップメント株式会社）テーマ：健康管理の支援

背景 科学的根拠がある「健康住宅」の必要性

・従来の「健康住宅」はその有用性に科学的根拠が乏しい
・自分で健康管理をしても判断が明確ではない
・健康管理の継続・モチベーションの維持が困難

目的 健康状態悪化の早期発見と重症化予防＝『健康寿命延伸』

・住まいにおける日々のヘルスデータを継続的に収集し、蓄積されたデータから各個人ご
とのバイタルデータの変動幅（個体内変動）の分析を行い。特性のある異常状態を自動検
知し、スコアリングして表示することで、対象者に健康悪化への注意喚起をするシステム
を搭載する。
・日常生活空間における住宅での温熱環境・照明調色・バイタルスコアの関係性から自分
に合った健康空間を見つけ出す。

実証内容 住み替え前と住み替え後で、実証評価を実施

①個人住宅における高齢者に対するスコアリングの検証
②温熱環境＝バイタル分布＝健康寿命延伸の関係の検証
③温熱環境＝バイタル分布＝活動量・睡眠の質の関係の検証
④照明環境と睡眠の質の検証
⑤本事業のユーザビリティーの検証

分析

実証体制

目標

概要

時間により調色

温湿度
センサー
（屋外用）

電子 体温計
NISSE

（体温）

電子 血圧計
NISSEI 

（血圧・脈圧・
脈拍）

自覚症状

【バイタル情報】

脈拍計
ウ ェ ア ラ

ブ ル
(脈拍・活動量・
睡眠・血流）

【バイタル計測器】

※スコア２以上
家族へメール（お知らせ）

①健康管理（見える化・簡易化・共有化）新モニター画面・家族の健康情報（アバター・色分け・ス
コア（数字）で見える化）・自分の服薬管理

②健康空間（安心の住宅性能と温度・湿度・バイタルによるエアコンコントロール＆時間設定で照明
調色コントロール、身体に合わせた室内環境

※スコアリング法（個人住宅にて実施）

脈拍の
異常値
を検知

脈拍が正常値

脈拍が基準域に戻った後も5分間
継続して可動（タイムラグ機能）

室内の温湿度が設定温湿度に

なるまで強運転を行う

①2020年度目標
個人住宅向けに改良したスコアリングシステムによる利用者のユーザビリティー評価の
実証と温湿度データとバイタルデータの収集。

②2021年度目標
収集したデータの分析・評価
行動変容を促し、本提案の有用性を明らかにする、評価の改善。
実証結果を元にスコアリングによる早期発見・重症化予防、温熱環境によるバイタル
の安定、照明の自動調色による睡眠の質の検証。

システム提供：芙蓉ディベロップメント㈱
システム開発：芙蓉開発㈱
供給分担・協力：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾋﾞﾙﾀﾞｰｽﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ
分担機関窓口：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｱｰｷｽｹﾙﾄﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ㈱

医学的データ分析：（医）芙蓉会
環境データ分析：慶應義塾大学
相談･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ：長崎大学大学院連携

パナソニックエアコン

AiSEG2
7型モニター機能付
MKN713

温湿度センサー
（屋内用）
MKN7511W

無線アダプター
CF-TA9

ブロードバンド
ルーター
（市販品）

スコアリング法
を用いた

健康管理システム
（早期警戒）

クラウド サーバー
運用：芙蓉開発 ㈱

インターネット

API認証
機器制御等

パナソニック
サーバー

スコア
２

AI

【統計的出現確率】
スコア１ 19％ （要確認）
スコア２ ３％ （要注意）
スコア３ 0.3％ （警告）

タブレット ・ スマートフォン

Bluetooth

Bluetooth

照明調色と心拍との
関係性を調査

アドバンスシリーズ用
無線アダプタ

Wi-Fi

無線

Wi-Fi

ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ

アバター（表情）

色分け

服薬管理 スコア（数字）

就寝前（設定時間）になる
と自動的に部屋の照明色
が変わり睡眠の導入に良
いとされる電球i色へ変更

ＰＭ9：00



2019

科学的指標を持って健康管理できる家 （芙蓉ディベロップメント株式会社） テーマ：家事負担軽減

背景 住み慣れた家でなるべく長く健康かつ自立的な生活を続けたい

・高齢者単身世帯増加

自身の健
康管理に
限界

健康管理の重要性⇒早期発見が重症化
予防へ繋がる（家族の見守り）

判断基準
必要

目的 高齢家族に対する離れた家族による見守りの負担軽減

高齢家族に対し、離れて暮らす家族のスマホに、親の健康リスクの「警告」
「注意」を通達することで、健康状態を毎日気にしなくても、必要な時に親
の健康状態を確認することができる。この家族からの連絡により、対象高齢
者に受診等の行動変容を促し健康異常に対しての早期発見・早期対処を目的
とする。また、上記機能や健康空間での毎日の生活により、家族の安心度の
向上を図る。

実証内容 見守り機能の有用性についての検証

スコアリング2以上に対して、見守る家族（キーパーソン）へのメール機
能についてスコアリング数値とその対応・効果についてアンケートを実施し、
有用性を検証。

分析

実証体制

概要 見守り負担軽減・早期対処

情報モニター
（スコア表示）

AI

電子 体温計
NISSE

（体温）

電子 血圧計
NISSEI 

（血圧・脈圧・脈拍）
自覚症状

毎日のバイタルデータ

①健康管理（見える化・簡易化・共有化）新モニター画面・家族の健康情報（アバターで見える化）・自分の服薬
管理

②健康空間（安心の住宅性能と温度・湿度・バイタルによるエアコンコントロール＆時間設定で照明調色コント
ロール、身体に合わせた室内環境

③見守り（ＡＩスコアリング判定による異常値検知時のお知らせ、ウェアラブルからの心拍＆血流の異常値検知
のお知らせ、家族の服薬管理、家族間で健康情報の共有

・高齢者だけでの健康管理はなかなか難しい（自覚症状乏しい為）

経時的な身体データ

温湿度センサー
リビング・脱衣・寝室

温湿度データ

服薬管理データ

注意・警告をメール通知

情報の共有

（バイタル異常・服
薬忘れ・熱中症等）

（情報モニター共有）

①2019年度目標：システムを構築
②2020年度目標；引き渡し物件より、実証研究を開始
③2021年度目標：40件の住宅に当テーマ機能を装備。

見守る側の負担軽減に関しても、アンケート
等により意見を収集し、機能をブラッシュUP。
④2022年度目標：商品化を目指す。

目標 2021年までに４０棟の住宅に実装

バイタルから状態悪化のリスクを
スコアで表示し、一目で分かる

アンケートにて効果性の検証

家族のスマートフォンへ異常値発生時
メール・でお知らせ

判定基準としてスコア2以上で
キーパーソンへ通知

スコア
2以上

！

システム提供：芙蓉ディベロップメント㈱
システム開発：芙蓉開発㈱
供給分担・協力：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾋﾞﾙﾀﾞｰｽﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ
分担機関窓口：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｱｰｷｽｹﾙﾄﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ㈱

医学的データ分析：（医）芙蓉会
環境データ分析：慶應義塾大学
相談･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ：長崎大学大学院連携




